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読書の秋も深まる今日このごろ、秋の
夜長に小説やエッセイを読む人も多いだ
ろう。その合間に、詩集を手にとってみ
るのはいかがだろうか。

今回紹介するのは、日本を代表する詩
人のひとりである谷川俊太郎氏の、青年
時代の代表作を厳選した詩集である。「谷
川俊太郎」という名前を耳にしたことの
ある人は多いだろう。小中学校の国語の
教科書に彼の詩はいくつか掲載されてい
るし、「生きる」という詩はテレビドラ
マの中でも使用されたことがある。それ
だけに限らず、彼の詩は様々な場面で使
用されており、世代を超えて多くの人々
に愛され続けている。
彼が今までに書いた詩の数は計り知

れないが、その中でも特にこの詩集を紹
介する理由はなんと言っても、らいふす
てーじ読者に当時の彼と年齢層の近い人
が多いからである。

“純粋で瑞々しい感性に満ちた作品”
という言葉が、彼の作品にはぴったりの
表現だろう。普段の生活の中で何気なく
思ったこと、気付いたこと、感じたこと

が、驚くほど的確に、素直に表現されて
いる。今これを読んでいるあなたもこの
詩集の中に、自分の気持ちにぴったり重
なる作品を見付けられるかもしれない。
たとえば、ひとりで夕日を眺めるとき、

友達と喧嘩したとき、しとしとと雨が降
るとき、ふっと感じる微かな寂しさ。愛
する人と一緒にいるとき、久しぶりに良
い天気になったとき、おいしいものを食
べたとき、心の中に湧き上がる喜び。言
葉では表現しにくい “なんとなく” の気
持ちが、ありのまま、素直に感じたまま
に表現されている。心の中に溢れてくる
感情を、彼は何の恥じらいもなく外に吐
き出して、語っているのだ。だからこそ
彼の詩は不思議とリアルで、読むと心を
動かされてしまう。

今回紹介している詩選集は全３巻あり、
巻が進むごとに書かれた年代も進んでい
く。それに従って詩の内容にも深みが増
していくので、興味のある人はぜひそち
らも手にとっていただきたい。
日常生活に疲れたときや小説や論文

を読み飽きたとき、うまく言えない気持
ちが心に溜まってもやもやするときには、
ぜひこの詩集を読んでみてほしい。素直
な気持ちになれて、気分が楽になれるに
ちがいない。 （クマノミ）

　　　　　　　

1931年東京生まれ。1952年に詩集
「二十億光年の孤独」でデビューする。
多数の合唱曲や校歌の作詞のほか、翻

訳、絵本なども手がけ、多岐に渡って活
躍している。
主な代表作は「十八歳」「ことばあそ

びうた」「うつむく青年」「魂のいちばん
おいしいところ」「シャガールと木の葉」
など。

また、様々な人物との対談もしてい
る。主な人物は、木村弓氏、石原慎太郎
氏、河合隼雄氏、同年代の詩人の大岡信
氏、父親であり哲学者の谷川徹三氏など。
なお、息子の谷川賢作氏は日本を代表

するピアニスト・作曲家。親子で全国各
地を回り、俊太郎氏の朗読と賢作氏の音
楽によるコラボ・コンサートを行ってい
る。
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もうカフェインなしでは生きていけません。 （工・３　タミフル）
⇒同感です。カフェイン万歳!!　眠気よさらば!! （これなくして単位は取れませんよ；編）


